第12回　施設処遇検討会議　議事録

H20.6.23　13:30～15:20

青山荘地域交流室

出席者：小笠原嘉紀・原佳伸・小坂和子・佐々木優佳

・三浦理見・馬渡道伸・佐々木智枝子・青山紗耶香・中村文洋・山口碧

（欠席者：C.E.O・清水S.G.M・上平ユリ子・秋山S.G.M・長谷部A.O.M）

記　録：中村　文洋

議題

１：　繁名　和恵（青山荘入所者様）の処遇について

２：　駒木　学　（青明舎利用者様）の処遇について

３：　五日市　公（青風荘入所者様）の処遇について

１：繁名　和恵様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

①自分の安否を関係機関に伝えることができる。

→介入方法

· デイケア通所や日課など、日中活動ができない時は、部屋で臥床する前にスタッフへ連絡することを本人と約束し、連絡を忘れている時でも、必ず本人が関係機関のスタッフに連絡することを習慣づける。

· デイケアを数日続けて欠席するようなことがあった場合は、自炊を一時中止するなどの条件をつけ、生活リズムが崩れないようにデイケアには毎日1度は顔を出すようにする。

②金銭管理

→介入方法

· 単身生活をした場合に毎日どのくらいのお金が必要なのか、単身生活の準備にはどのくらいの費用がかかるのか等、本人と一緒に予想を立てて、実際に単身生活時に1ヶ月で使用できる生活費でやりくりできるよう練習する。

· 金銭管理を通して単身生活の具体的イメージを持ってもらうことで、退所への意識付けをはかる。

③食事作り

→介入方法

· 自炊が本人のモチベーションにつながっていることもあり、自炊は今後も継続し、

極度の食事の偏りがある場合は自炊を一時中止するなど、個別で指導する。

· 退所後は、青山荘の食事サービスと自炊の併用を検討する。

＜評価＞

現在、１週間のうち３日は、「具合が悪い」等の理由で、デイケアを遅刻・早退をしている。今後は本人の退所後の生活を視野に入れて、デイケアで一日過ごしてもらう為にデイケアスタッフと連携をして「早退しても部屋以外の場所で過ごしてもらう」といった条件付けや「1日おきにデイケアで1日過ごす」など本人と目標を立ててデイケアで過ごす日数を増やしていくことが必要。また、本人の「具合の悪さ」の見極めも行っていかなければならない。あわせて、退所に向けた本人と家族の連絡調整も行っていく。

２：駒木　学様（青明舎入所者様）の処遇について

　　病名：　統合失調症　　合併症：なし

　＜問題点＞

①　生活リズムの安定

→介入方法

· 生活面の相談相手として、青明舎で訪問し、本人の話を聞き不安を軽減する。

· 訪問の際に本人と1週間の目標を立て、次回の訪問の際に振り返りを行う。

· 本人からの相談を受けやすい体制を作る。

· 本人の状態が変化した場合には、関係機関へ本人の近況等について情報提供を行い、主治医へ報告する。

＜評価＞

　現在退院後２ヶ月が経過した。退院後、食事量の増加による体重増加・睡眠時間のバラつきが問題として挙げられる。今後は、本人への運動への促し・睡眠時間の指導を行い本人の生活の安定を図ることが目標となる。
３：五日市　公様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：てんかん精神病　　　　　合併症：なし 

<問題点>

①人間関係に於いてストレスを溜めやすく、不安定になる。他者に干渉しトラブルとなる。

→介入方法

· 自分の考えに固執し、押し通そうとする時は、本人が納得できるよう繰り返し説明していく。

· 訴えが頻回な時・イライラ感や気持ちの落ち着きのない時はその都度、納得するまで話を聞き、興奮・気分不安定にならないように介入する。

· 他者との交流の場を見守り、問題やトラブルになりそうな時は介入し、行動について振り返ってアドバイスする。

· 本人の楽しみを見つけ、ストレスを解消できる場を設ける。

· 興奮・不安定な状況があるときは主治医に連絡していく。

②身の回りについて

→介入方法

· 衣類（着替え・洗濯・収納）・保清はその都度繰り返し介入していく。

· 間食が多く、体重も増加傾向のため買い物の仕方についても問題ある時には購入前やプログラムの中でアドバイスしていく。

· バスでの外出やATMの利用等、社会資源の活用の練習を継続し、生活の中での本人の社会性の拡大を図る。

· 注意力散漫で転倒や怪我等の危険があり、外出時・歩行時に配慮する。身体的機能の低下も見られ、機能維持のプログラムを実施していく。

＜評価＞

　　　前回評価時と比較し、友達を作ろうと岩城様と積極的に交流をもとうとする場面が多く見られる。衣類整理の際、購入したばかりのシャツを捨ててしまうこと・バスで外出する際行き先を確かめずにバスに乗り込もうとすることなど、実際に青風荘で生活していただくと入所時に比べ生活技術が低下していることが判明してきている。このことから、今後も日常生活能力の向上・社会資源の活用方法を習得するための支援を継続していく。なお、服薬管理は自己管理を行っており、服薬時のスタッフへの確認はできている。

　　　

